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■ 藤田代表取締役より一言
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■  1月度 安全目標

①挟まれ・巻き込まれ災害の防止
②感染症予防の徹底（インフル・コロナ）

③躓き・転倒災害の防止

・1月の安全衛生行事

●年末年始労働災害防止強調期間 (12月1日～1月15日)
●防災とボランティア週間 (1月15日～1月21日)
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■ ヒヤリハット報告
・バックホウ台船から土運船に乗り移ろうとした際、甲板が凍結

していた為、転倒しそうになりヒヤリとした。

【改善・対策】

・対策として、朝一は台船上が凍結しているので放水をして解氷をする。

 また、台船に乗り移る際は目視確認を必ず行い、落ち着いて行動する。

 以上を行うように元請社より指示がありました。
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■ 安全環境部より① 【人身事故速報：Ｄ社/馬毛島】
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・フェアリーダーのクリートに掛かった索のアイ
を外そうとし、索とフェアリーダの間に右手人
差し指を挟んだ。(右指示骨開放骨折：不休)

・リードロープ・持ち手を使用しなかった。

・リードロープ・持ち手の使用を徹底する。
・異常時は慌てずに責任者に指示を仰いでから
行動する。

【概要】

【原因】

【対策】



■ 安全環境部より② 【物損事故速報：Ｄ社/馬毛島】
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・アンカーワイヤーの出し過ぎによりワイヤーが
アンカーに絡み、絡んだワイヤーが外れて緩ん
だ影響により、FB台船が流れ右舷表スパット
先端が岸壁の車止めに接触し、破損させた。

・アンカーワイヤーを出し過ぎた。
・防舷材が設置されていなかった。
・強風（北西10ｍ）時係留の知識が不足していた。

・ゆっくりとアンカーの張りを見ながら繰り出す。
・船首・スパット下架台に防舷材を設置する。
・風上側から船を進入させ、船尾アンカーを2丁
打設し係留する（通常1丁）。

【概要】

【原因】

【対策】



■ 安全環境部より➂
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■ 海事・工事部より 【災害事例から学ぶ】
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・手持式ドリルのビット棒を締め直し時に手袋が巻込ま
れ左手小指を負傷した。
(左小指切断：休業見込み21日)

・バッテリーを外さずに、ドリルの回転を利用してチャックを締めようとした。
・手袋を着用して回転部に触れた。

・ビットの取替はバッテリーを外して手動で行う。
・回転部に巻き込まれる恐れのある作業では手袋を着用しない。

【概要】

【原因】

【対策】



■ 総務部より
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■ 新入社員紹介
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■ 周知・依頼事項
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それでは皆様ご安全に！！！

13

現場で怪我をした際は、「直ちに正確な事実を」報告して下さ
い。

時間がたってからの報告は労災認定が得られず、様々な補償が
受けられなくなる可能性があります。

また、虚偽の報告は犯罪行為となり罰則が科されます。自分の
身を守るためにも、「直ちに正確な事実を」報告しましょう。
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